　　　かみのかわブランド認定基準
　上三川町かみのかわブランド認定要綱第２条に規定するかみのかわブランドとして認定するための認定基準を、次のとおり定める。
１　対象となる商品

(1) 上三川町産の農畜産物

　(2) 飲食料品であれば、材料の全部又は一部に上三川町産の農畜産物を使用しているもの、若しくは上三川町内で生産又は製造、加工されたもの

　(3) 上三川町内で生産又は製造されたもの
２　一次選考

　(1) 上三川町かみのかわブランド認定要綱第３条の規定にあてはまるか。
(2) 農畜産物に関しては「【別添】主な農畜産物の認定基準」にあてはまるか。
３　二次選考

　(1) かみのかわブランド認定審査会による認定基準に基づく審査を行う。

４　認定基準
(1) コンセプト

① 上三川町の気候風土（自然の恵み等）を十分活用し、生産方法、原材料等にこだわりをもって生産されているか。【共通】
② 上三川町民に支持されていて、反応が良好であるか。また、町外の人に勧めることができるか。【共通】
　(2) 独自性・希少性

① 品質や味等の特性において、他の地域や他の生産者の産品との差別化が認められるか。類似品であっても、そのネーミングや特性（品質・味・デザイン・機能等）において、独自性や新規性が認められるか。また、希少性を有しているか。【共通】
② 魅力あるネーミング、出荷資材やパッケージのデザイン性、機能性、レシピの提案等により、流通・販売段階での優位性の確保に努めているか。
【共通】
③ 着想、食材、レシピ、ネーミングや盛り付け等において、独創性や創造性が認められるか。【加工品（飲食料品）】
④ 現代の工業技術を生産工程の一部に採り入れることにより、独自性のある要素を加えて生産されているか。【加工品（飲食料品以外）】
　(3) 信頼性・安全性等
　　① 優れた生産技術や出荷規格に基づいて産品を厳選しており、信頼性の裏付けとなる客観的な事実（受賞歴や認証等）を有しているか。【共通】
　　② 環境に配慮した生産方式、取り組みを行っているか（有機栽培、特別栽培、エコファーマー、耕畜連携による土づくり、自然素材の活用、生産資材・残渣・廃棄物等の適正処理、リサイクルや環境保全活動の取り組み等）。
【共通】

　　③ 品質管理・衛生管理・クレーム処理の体制が整っているか。【共通】

　　④ 安全性の高い食材・原材料の使用（有機農産物・有機畜産物等）、若しくは安全性に配慮した生産方式、取り組みを行っているか。【共通】

　　⑤ 適正な生産環境の確保（土壌・用水等）及び収穫作業・集出荷施設の衛生管理が適切に行われているか。【農産物】
　　⑥ 栄養バランス、カロリーなどが考慮されているか。【加工品（飲食料品）】
　(4) 市場性・将来性等
　　① 市場の動向に応じたマーケティング戦略（市場ニーズの把握・産品開発・商品開発・販路開拓・価格設定・販売促進等）を立案し、具体的な取り組みを行っているか。【共通】
　　② 将来にわたり、継続的かつ安定的な生産・販売が見込まれ、その拡大が期待できるか（後継者育成・技術継承・原材料の安定調達・圃場整備等への取り組み）。【共通】
　　③ 観光資源として、首都圏や周辺住民にとって魅力ある要素を有しているか、また、ブランド認証することにより、誘客効果が見込まれるか。
【共通】
５　審査方法

　(1)  かみのかわブランドの認定審査は、別紙に掲げる「採点シート」により行う。

　(2) 審査委員の採点の平均点が、農産物及び加工品（飲食料品以外）においては３３点以上、加工品（飲食料品）においては３６点以上の商品を「かみのかわブランド候補品」とする。
